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研究ノートの書き方 

  

１、表紙のつくり方           

・ノートの表紙に以下の図１のように記入してください。 ※その他イラストや装飾は任せます。 

 

 

2020 年度 

Team A ○班 研究ノート 
 

・研究分野 『 物理 』 

・タイトル 『  決まってから書く    』 

 

 

班員         

１－１（４） 上田 将司 

          １－１（10） 大門 直行 

１－２（２） 浅田 新之介 

班長 １－２（38） 山田 直子 

１－３（３） 加藤 智成 

担当教員       英 語   寺田 明彦 

 

 

 

図１ 研究ノートの表紙 完成図 ※吹き出しは注意点なので書かなくてよい。 

  

注意 

クラス＆出席番号

の順で書く 

記録者はこの順番

で担当する。 

注意 年組番は鉛筆で書く。 

２年生で書きなおすため 

ココは後日発表 



２、研究ノートの扱い           

１■基本活動 

・特別な指示がない限り、 

以下の活動を全ての活動で行う。 

 

 

①活動日の「記録係」がメインとなって 

図２のようなページを作成する。 

※班としての活動の記録なので、 

複数人で作成することが望ましい。 

②必要に応じて次のページを活用する。 

例：参考文献のコピー、実験装置作成に必要な

商品カタログのコピー、データのグラフなど 

 

 

図２ 活動後の研究ノートの様子 

 

 

 

２■提出 

   期限： 活動日の翌日 or 休み明け 17：00    場所：「SS ロッカー上の提出 BOX」に提出 

  

 

３■評価方法 

  ・評価活動はルーブリック評価を原則とする。 

  

生徒による自己評価 ：「活動評価シート」に従ってルーブリック（表１、２）で評価する 

教員による他者評価 ： 担当教員は活動の翌日(または休み明け)に実験ノートの提出を確認し、 

生徒の自己評価と同じ方法で評価。 

 

・次回の活動日までに「SS ロッカー上の提出 BOX」に返却されるので、次回の活動の参考にする。 

 

・研究ノートの評価は個人ではなく班に対する評価となる。 

決して記録係１人に任せるのではなく、チームとして互いの強みを補い合って完成させること。  

 

 

活動評価
シート

共有資料

ポスター案など


